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近
年

，
少

子
高

齢
化

や
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

に
伴

う
激

し
い

社
会

環
境

の
変

化
の

中
で

，
価

値
観

や
ラ

イ

フ
ス

タ
イ

ル
は

多
様

化
し

て
い

ま
す

。
地

域
に

お
い

て
は

，
人

々
が

集
う

機
会

が
減

少
し

，
互

い
に

支
え

合

う
意

識
や

，
学

校
や

地
域

活
動

へ
の

参
加

意
識

が
弱

ま
る

な
ど

，
地

域
の

教
育

力
の

低
下

を
ま

ね
い

て
い

ま

す
。

学
校

に
お

い
て

は
，

い
じ

め
や

不
登

校
，

貧
困

な
ど

を
は

じ
め

子
ど

も
を

取
り

巻
く

問
題

が
複

雑
化

・
困

難
化

し
て

お
り

，
学

校
と

地
域

そ
れ

ぞ
れ

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
は

，
地

域
も

学
校

も
そ

れ
ぞ

れ
の

強
み

を
生

か
し

，
互

い
に

補
完

し
合

い
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

を
社

会
全

体
で

育
て

て
い

く
こ

と
が

有
効

と
さ

れ
て

い
る

た
め

で
す

。
 

 

こ
れ

ま
で

も
学

校
は

地
域

か
ら

様
々

な
形

で
支

援
し

て
も

ら
っ

て
き

ま
し

た
が

，
地

域
学

校
協

働
活

動
と

の

違
い

は
，

端
的

に
表

す
と

，「
支

援
」

か
ら

「
連

携
・

協
働

」
へ

変
わ

っ
て

い
く

こ
と

で
す

。
地

域
学

校
協

働

活
動

は
，

地
域

が
学

校
・

子
ど

も
を

支
援

す
る

と
い

う
一

方
向

の
関

係
で

は
な

く
，

地
域

と
学

校
が

パ
ー

ト

ナ
ー

と
し

て
「

連
携

・
協

働
」

し
，

地
域

の
子

ど
も

た
ち

を
一

緒
に

育
て

て
い

く
活

動
で

す
。

 

                       

    こ
れ

ま
で

の
「

学
校

支
援

」
に

お
け

る
活

動
と

何
が

違
う

の
？

 

 

そ
も

そ
も

、
な

ぜ
地

域
学

校
協

働
活

動
が

必
要

な
の

？
 

 

 
「

当
日

○
人

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
さ

ん
が

 
伺

い
ま

す
」

 

 

○
月

○
日

に
○

人
の

地
域

の
方

に
花

壇
整

備
の

手
伝

い
を

お
願

い
し

た
い

 

依
頼

 

支
援

 

「
分

か
り

ま
し

た
。

 
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
方

に
お

願
い

し
ま

す
。」

 

調
整
 

参
画
 

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

 

地
域
住
民
 

学
校

 

地
域

と
学

校
の

共
通

の
課

題
 

「
地

元
の

こ
と

を
子

ど
も

た
ち

は
知

ら
な

い
・

・
」

 

地
域

の
歴

史
や

自
然

に
つ

い
て

の
講

話
や

、
体

験
活

動
な

ど
提

供
で

き
ま

す
。

 

夏
祭

り
に

子
ど

も
た

ち
を

招
待

し
ま

し
ょ

う
。

 

P
T

A
で

、
「

ふ
る

さ
と

体
験

楽
校

」
を

土
曜

日
行

い
ま

す
。
 

職
業

体
験

を
受

け
付

け
ま

す
よ

。
 

地
域

の
行

事
に

子
ど

も
を

参
加

さ
せ

ま
し

ょ
う

。
 

「
こ

れ
ま

で
の

学
校

支
援

」
 

 「
地

域
学

校
協

働
活

動
」

 

 

学
校

 

家
庭

 

地
域
住
民
 

企
業

 

Ｐ
Ｔ
Ａ

 
地
域
自
治
会
 

行
 

地
 

学
 

学
校
と
地
域
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
，
地
域
の
高
齢
者
，
成
人
，
学
生
，
保
護
者
，

N
P

O
，

P
T
A
，
民
間
企

業
，
団
体
・
機
関
等
，
幅
広
い
地
域
住
民
の
参
画
に
よ
り
，
社
会
全
体
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
支
え
，
地

域
を
創
生
す
る
活
動
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

 

１
．
地
域
学
校
協
働
活
動
っ
て
何
？

 

ど
う

い
っ

た
子

ど
も

を
育

て
て

い
く

か
、

そ
の

目
標

や
学

校
と

地
域

が
出

来
る

こ
と

を
共

有
し

、
意

見
を

出
し

合
い

ま
す

。
 

総
合

的
な

学
習

の
時

間
で

、
郷

土
学

習
を

行
い

ま
す

。
 

      

 

既
に

取
り

組
ん

で
い

る
地

域
の

状
況

を
見

る
と

，
学

校
，

子
ど

も
，

地
域

の
そ

れ
ぞ

れ
に

よ
い

効
果

が
表

れ
て

い

ま
す

。
 

学
校

へ
の

効
果

 

                                

地
域

学
校

協
働

活
動

の
効

果
 

 

職
場
体
験
 

教
員
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
 

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
，
毎

年
，
中

学
生

の

職
場

体
験

学
習

の
受

入
先

の
連

絡
調

整
役

を

引
き

受
け

て
く

れ
て

，
教

員
の

負
担

軽
減

に
つ

な
が

っ
て

い
ま

す
。

 

学
校
行
事
を
円
滑
に

実
施
で
き
ま
し
た
。

 

環
境
整
備
が
充
実

し
ま
し
た
。

 

学
校
行
事
 

環
境
整
備
 

各
種

の
学

校
行

事
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の

協
力

が
得

ら
れ

た
こ

と
で

，
教

育
活

動
が

充

実
し

ま
し

た
。
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
る

地
域

団
体

へ
の

理
解

や
つ

な
が

り
に

よ
り

，

学
校

行
事

を
円

滑
に

実
施

で
き

ま
し

た
。

 

地
域

住
民

に
よ

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

参
加

が
年

々
増

え
，

学
校

図
書

館
や

花

壇
等

の
環

境
整

備
が

充
実

し
ま

し
た

。
 

配
慮
が
必
要
な
児
童
・
生

徒
へ
の
支
援
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
 

授
業
補
助
 

授
業

補
助

へ
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
導

入
で

，

配
慮

が
必

要
な

児
童
・
生

徒
へ

の
支

援
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

 

「
地
域
住
民
が
学
校
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
員
が
授
業
や
生
徒
指
導
な
ど
に
よ
り
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
た
」
は
約
７
割

 

学
校
経
営
 

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現
が
図
ら

れ
る
と
と
も
に
、
学
校
へ
の
理
解
と
協
力
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

 

地
域

と
学

校
が

子
ど

も
の

成
長

に
向

け
た

目
標

を
共

有
す

る
こ

と
で

，「
社

会

に
開

か
れ

た
教

育
課

程
」

の
実

現
が

図
ら

れ
ま

す
。

 

教
育

や
子

ど
も

た
ち

に
対

す
る

責
任

と
役

割
を

地
域

と
分

か
ち

合
う

こ
と

で
，

学
校

の
教

育
活

動
に

対
す

る
理

解
者

と
支

援
者

が
増

え
ま

し
た

。
 

「
平
成

2
7
年
度
地
域
学
校
協
働
活
動
の
実
施
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
 

文
部
科
学
省
・
国
立
教
育
政
策
研
究
所
よ
り
。

 

学
校
を
対
象
と
す
る
調
査
結
果

 

平
成
２
９
年
３
月
社
会
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
が
法
律
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
山
形
県
で
は
，
こ

の
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
を
推
進
す
る
た
め
に
，
平
成
２
０
年
度
か
ら
市
町
村
教
育
委
員
会
と
と
も
に
設
置
に
取
り
組
ん
で
き
た

「
学
校
支
援
地
域
本
部
」
を
基
盤
と
し
，
「
地
域
学
校
協
働
本
部
」
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

地
域
住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
多
様
な
取
組
を
，
継
続
的
に
行
い
、
学
校
と
地
域
の
強
み
を
生
か
し
て
、
子
ど
も
の

成
長
を
支
え
、
地
域
の
教
育
力
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

約
７

割
の

学
校

が
 

「
思

う
」

と
回

答
 



- 99 - 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

資料６ 地域学校協働活動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  子
ど

も
た

ち
へ

の
効

果
 

協
働

活
動

を
通

じ
て

，
子

ど
も

た
ち

が
信

頼
で

き
る

大
人

と
の

関
わ

り
を

持
ち

，
ほ

め
て

も
ら

っ
た

り
，

認
め

て

も
ら

っ
た

り
す

る
こ

と
で

，
自

分
た

ち
や

，
周

り
の

こ
と

を
愛

し
，

思
い

や
る

気
持

ち
が

育
つ

と
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

自
分

の
住

む
地

域
へ

の
愛

着
心

に
つ

な
が

り
，

山
形

県
で

大
切

に
育

て
て

い
き

た
い

子
ど

も
た

ち
の

姿
で

す
。

さ
ら

に
は

，
地

域
の

人
た

ち
が

子
ど

も
の

教
育

に
関

わ
っ

て
い

る
学

校
ほ

ど
，

全
国

学
力

・
学

習
調

査
に

お
け

る
正

答
率

が
高

い
と

い
う

結
果

も
出

て
い

ま
す

。
 

 

 

    地
域

へ
の

効
果

 

地
域

課
題

の
解

決
に

つ
な

が
る

活
動

を
通

じ
て

，
地

域
づ

く
り

の
担

い
手

が
育

成
さ

れ
る

と
と

も
に

，
地

域
の

教

育
力

が
向

上
し

ま
す

。
 

自
ら

の
知

識
や

技
能

，
学

び
の

効
果

が
教

育
の

場
で

活
か

さ
れ

る
事

で
，

地
域

住
民

の
生

き
が

い
や

自
己

実
現

の
機

会

が
つ

く
ら

れ
ま

す
。

さ
ら

に
，

地
域

住
民

同
士

が
つ

な
が

り
，

地
域

に
緩

や
か

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

構
築

さ
れ

，
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

再
生

に
つ

な
が

り
ま

す
。

ま
た

，
学

生
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
と

っ
て

は
，

学
習

支
援

や
授

業
補

助
な

ど
，

自
分

の
将

来
に

役
立

つ
経

験
が

得
ら

れ
ま

す
。
 

 

                 

子
ど

も
た

ち
か

ら
元

気
が

も

ら
え

ま
す

。
 

や
り

が
い

が
で

き
ま

し

た
。

 

「
先

生
た

ち
っ

て
頑

張
っ

て
い

る
」

と
学

校
に

対
す

る
理

解
が

深
ま

っ
た

。
 

知
ら

な
い

人
と

も
つ

な
が

り

が
で

き
ま

し
た

。
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

 

幅
広

い
地

域
住

民
と

交
流

す
る

こ
と

に
よ

り
，

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

が
図

ら
れ

ま
す

。
 

自
己

肯
定

感
や

思
い

や
り

の
醸

成
 

子
ど

も
た

ち
が

信
頼

で
き

る
大

人
と

多
く

の
関

わ
り

を
持

ち
，
愛

情
を

注
が

れ
る

こ
と

に

よ
り

，
自

己
肯

定
感

や
他

人
を

思
い

や
る

心
な

ど
，

豊
か

な
心

が
育

ま
れ

ま
す

。
 

地
域

の
一

員
と

し
て

の
自

覚
 

地
域

の
方

に
支

え
ら

れ
学

ん
で

い
く

こ
と

で
，

地
域

へ
の

愛
着

や
地

域
の

担
い

手
と

し
て

の
自

覚
が

育
ま

れ
ま

す
。

 

学
力

の
向

上
 

多
様

な
体

験
や

経
験

の
場

が
増

え
，

学
び

へ
の

意
識

の
向

上
や

、
学

校
で

の
学

習
の

補
充

、
学

習

内
容

と
実

生
活

の
つ

な
が

り
な

ど
、

学
習

の
基

礎

が
固

ま
り

ま
す

。
 

 

    

 
文

部
科

学
省

は
地

域
学

校
協

働
本

部
の

整
備

に
あ

た
っ

て
は

，
従

来
の

「
支

援
」

か
ら

「
連

携
・

協
働

」
へ

、
「

個
別

」

か
ら

「
総

合
化

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

」
へ

と
発

展
さ

せ
て

い
く

こ
と

を
前

提
と

し
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
以

下
の

３
要

素
が

必
須

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

 

    

 
多

く
の

市
町

村
に

お
い

て
は

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

機
能

を
有

す
る

体
制

が
様

々
な

形
で

構
築

さ
れ

、
多

様
で

継
続

的
な

活
動

が
実

施
さ

れ
て

き
ま

し
た

。
た

だ
し

、
こ

れ
ま

で
の

「
学

校
支

援
地

域
本

部
」
「

放

課
後

子
ど

も
教

室
」
「

家
庭

教
育

支
援

」
の

事
業

ご
と

に
活

動
が

個
別

実
施

さ
れ

て
い

る
現

状
が

あ
り

、

地
域

と
学

校
の

連
携

・
協

働
を

推
進

す
る

多
様

な
既

存
の

組
織

を
統

合
し

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

機
能

を
さ

ら
に

充
実

さ
せ

る
こ

と
で

、
地

域
学

校
協

働
本

部
へ

と
発

展
さ

せ
る

こ
と

が
望

ま
れ

て
い

ま
す

。
 

                              

今
後

の
地

域
に

お
け

る
学

校
と

の
協

働
体

制
（

地
域

学
校

協
働

本
部

）
の

あ
り

方
 

連 携  

連 携  

・
学
校
支
援

 

・
放
課
後
等

の
学
習
支

援
（
地
域
未

来
塾
）

 

＜
学
校
支
援
地
域
本
部
＞

 
＜
放
課
後
子
ど
も
教
室
＞

 

体
験
・
交
流

活
動
の
実

施
 

＜
家
庭
教
育
支
援
・
子
育
て
支
援
＞

 

・
親
の
学
習

の
場

 

・
子
育
ち
講

座
 

・
幼
児
共
育

地
域
学
校
協
働
本
部

 

※
幅

広
い

地
域

住
民

や
団

体
等

の
参

画
に

よ
り

形
成

さ
れ

た
緩

や
か

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

※
推

進
員

を
中

心
と

し
た

多
様

な
メ

ン
バ

ー
で

構
成

 

活
動
の
実
施
 
＜
例
＞

 

●
学
校
支
援
活
動
・
・
・
・
・
・
授
業
の
補
助
・
読
み
聞
か
せ
・
環
境
整
備

 

・
登
下
校
の
見
守
り

 

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
・
・
・
・
自
然
体
験
活
動
・
昔
遊
び
・
英
会
話
教
室

 

●
家
庭
教
育
支
援
・
・
・
・
・
・
親
の
学
び
の
場
・
親
子
の
交
流
活
動

 

２
．
地
域
学
校
協
働
本
部
っ
て
何

? 

参
 

加
 

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
・
・
・
地
域
住
民
等
や
学
校
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
、
活
動
の
企
画
・
調
整
を
担
う
役
割
 

多
 
様
 
な
 
活
 
動
・
・
・
よ
り
多
く
の
地
域
住
民
等
の
参
画
に
よ
る
多
様
な
地
域
学
校
協
働
活
動
の
実
施
 

継
続

的
な

活
動
・
・
・
地
域
学
校
協
働
活
動
の
継
続
的
・
安
定
的
実
施
 

行
 

地
 

従
来
の
地
域
と
学
校
の
連
携
体
制
を
基
盤
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
よ
り
幅
広
い
層
の
地
域
住
民
、
団
体
等
が
参
画
し
、

緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
学
校
協
働
活
動
を
推
進
す
る
体
制
の
こ
と
で
す
。

 

 

こ
れ

か
ら

 

地 域 住 民 等  

参
加

 

地 域 住 民 等  

地 域 住 民 等  

参
加

 
参
加

 

学
 

 

活 動 に 関 わ る 幅 広 い 地 域 住 民 等 

企
業

 

大
学

 

高
校

 

P
T

A
 

連 携 ・ 協 働  

 

そ
れ

ぞ
れ

個
別

に
活

動
 

こ
れ

ま
で
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地
域

学
校

協
働

活
動

の
組

織
化

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
教

育
委

員
会

が
学

校
と

協
議

し
な

が
ら

、
既

存
の

組
織

を
基

盤

と
し

、
市

町
村

の
実

情
に

応
じ

て
進

め
ま

す
。

 

本
部

の
設

置
を

、
市

町
村

に
１

つ
と

す
る

か
、

あ
る

い
は

中
学

校
区

や
学

校
区

ご
と

に
す

る
か

は
、

学
校

の
規

模
や

自

治
体

の
環

境
を

考
慮

し
な

が
ら

、
活

動
し

や
す

い
体

制
を

整
え

ま
す

。
 

考
え

ら
れ

る
ケ

ー
ス

は
・

・
・

 

 ケ
ー

ス
１

<自
治

体
に

１
つ

の
本

部
を

設
置

> 

               ケ
ー

ス
２

＜
学

校
ご

と
に

本
部

を
設

置
＞

 

             ケ
ー

ス
３

＜
中

学
校

区
ご

と
に

本
部

を
設

置
＞

 

         

地
域

学
校

協
働

本
部

の
設

置
 

 ◆
統

括
的

な
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

（
統

括
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー

タ
ー

）
 

◆
教

委
担

当
者

 

  

Ａ
市

教
育

委
員

会
 

Ａ
市
 

＜
運

営
委

員
会

＞
 

地
域

学
校

協
働

活
動

の
運

営
方

針
検

討
・

評
価

検
証

 

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
 

（
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
）

 

地
域

学
校

協
働

本
部

 

【
地

域
学

校
協

働
活

動
を

支
え

る
多

様
な

地
域

住
民

】
 

○
Ｐ

Ｔ
Ａ

 
○

学
校

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 
○

企
業

 

○
高

校
生

 
○

大
学

生
 

 

地
域

学
校

協
働

本
部

 
地

域
学

校
協

働
本

部
 

地
域

学
校

協
働

本
部

 
 ◆

統
括

的
な

地
域

学
校

協
働

活

動
推

進
員

（
統

括
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー

タ
ー

 

◆
教

委
担

当
者

 

B
市

教
育

委
員

会
 

＜
運

営
委

員
会

＞
 

地
域

学
校

協
働

活
動

の
運

営
方

針
検

討
・

評
価

検
証

 

【
多

様
な

 
地

域
住

民
】

 

地
域

学
校

協
働

本
部

 

市
内

全
学

校
の

地
域

学
校

協
働

活
動

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

 

【
多

様
な

 
地

域
住

民
】

 
【

多
様

な
 

地
域

住
民

】
 

各
学

校
の

地
域

学
校

協
働

活
動

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

 

【
多

様
な

 
地

域
住

民
】

 

地
域

学
校

協
働

本
部

 

【
多

様
な

 
地

域
住

民
】

 

 ◆
統

括
的

な
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

（
統

括
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー

タ
ー

 

◆
教

委
担

当
者

 

C
町

教
育

委
員

会
 

＜
運

営
委

員
会

＞
 

地
域

学
校

協
働

活
動

の
運

営
方

針
検

討
・

評
価

検
証

 

Ｂ
市
 

Ｃ
町
 

 

 

こ
ん

な
こ

と
あ

り
ま

せ
ん

か
？

 

     

 

            

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
は

次
の

よ
う

な
も

の
が

あ
り

ま
す

。
 

①
学

校
で

の
学

習
支

援
 

子
ど

も
た

ち
の

学
習

活
動

を
よ

り
よ

く
進

め
る

た
め

の
サ

ポ
ー

ト
役

で
す

。
 

   ②
放

課
後

等
に

お
け

る
体

験
・

活
動

の
支

援
 

 
 

 

 
 
 

③
環

境
整

備
・

学
校

行
事

 

  ④
そ

の
他

 
そ

の
地

域
や

学
校

で
で

き
る

こ
と

、
必

要
な

こ
と

等
、

ア
イ

デ
ア

を
生

か
し

た
活

動
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
あ

れ
こ

れ
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
は

じ
め

る
前

に
・

・
 

学
校

の
 

ニ
ー

ズ
 

地
域

住
民

・
N

P
O

等
の

強
み

 

地
 

専
門

知
識

や
技

術
、

経
験

 

教
科

で
習

っ
た

知
識

の
実

践

的
・

具
体

的
な

応
用

例
 

フ
ィ

ー
ル

ド
、

施
設

 

学
校

の
中

だ
け

で
は

で
き

な

い
経

験
・

活
動

の
場

 

３
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

 

・
子
ど
も
の
た
め
、
未
来
の
た
め
に
何
か
し
た
い
 

・
自
分
の
得
意
な
こ
と
・
知
識
や
技
能
を
生
か
せ
た
ら
 

・
次
の
時
代
に
受
け
継
い
で
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
る
 

 

 

平
成

29
年
改
訂
の
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行
に
伴
っ
て
、
学
校
で
は
、
子
ど
も
の
生
き
る
力
を

高
め
る
た
め
、
地
域
の
人
々
や
企
業
、
団
体
等
と
関
わ
り
、
学
校
の
中
だ
け
で
は
出
来
な
い
体
験
や
学

習
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 

 

学
校
も
あ
な
た
の
力
を
待
っ
て
い
ま
す
！

 

 

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
近
道
は
、
学
校
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
す
。

 

例
）
算
数
の
計
算
ド
リ
ル
等
の
補
助
，
ス
キ
ー
教
室
の
補
助
，
家
庭
科
実
習
の
補
助
，
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

 

テ
ィ
ア
，
複
式
学
級
の
補
助
，
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
の
指
導
（
伝
統
芸
能
，
田
植
え
，
キ
ャ
リ
ア
 

教
育
等
）
 
な
ど
 

 

例
）
ス
ポ
ー
ツ
教
室
，
料
理
教
室
，
英
会
話
教
室
，
地
域
散
策
，
宿
題
の
お
手
伝
い
，
中
学
生
へ
の
学
 

習
支
援
 
な
ど
 

例
）
図
書
室
の
整
備
、
花
壇
や
樹
木
の
管
理
、
校
舎
の
美
化
活
動
、
登
下
校
の
見
守
り
、
自
転
車
教
室
 

の
補
助
、
学
校
行
事

(
運
動
会
等

)の
準
備

 
な
ど
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  地
域

連
携

担
当

教
員

と
は

？
 

教
職

員
の

心
得

 

      S
T
E
P
４

 
連
携
担
当
教
員
の
配
置

 
―

 
学
校
側
に
も
窓
口
を
つ
く
ろ
う
（
次
項
参
照
）
 

地
域

側
に

は
窓

口
と

な
る

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
が

い
ま

す
が

，
学

校
に

も
連

携
担

当
教

員
を

校
務

分
掌

で
位

置

づ
け

る
こ

と
で

，
推

進
員

と
連

絡
・

調
整

が
ス

ム
ー

ズ
に

す
す

み
，

目
標

が
達

成
さ

れ
や

す
く

な
り

ま
す

。
 

 S
T
E
P
５

 
「
交
流
の
場
」
の
確
保

 
―

 
情
報
交
換
で
き
る
居
場
所
を
つ
く
ろ
う

 

推
進

員
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
地

域
住

民
の

方
々

が
集

ま
る

場
所

を
学

校
内

に
確

保
す

る
と

よ
い

で
し

ょ
う

。
活

動
の

準

備
だ

け
で

な
く

，
地

域
の

方
同

士
や

教
職

員
と

の
自

由
な

情
報

交
換

が
で

き
る

場
と

し
て

，
余

裕
教

室
な

ど
を

活
用

し
 

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

  

 

地
域

学
校

協
働

活
動

を
行

う
際

の
、

学
校

の
窓

口
と

な
る

教
員

の
こ

と
で

す
。

 

窓
口

を
明

確
に

す
る

こ
と

で
校

内
の

体
制

を
整

備
し

、
教

育
活

動
を

効
果

的
・

効
率

的
に

展
開

し
て

い
く

こ
と

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

 

＜
主

な
役

割
＞

 

①
 

学
校

内
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

・
整

理
す

る
と

と
も

に
，

学
校

の
窓

口
と

な
っ

て
，

一
貫

し
て

地
域

と
効

率
的

・
計

画
的

な
調

整
を

行
う

 

②
 

地
域

連
携

に
基

づ
く

学
習

活
動

を
計

画
し

，
教

育
計

画
に

位
置

づ
け

る
 

③
 

活
動

の
成

果
と

課
題

を
明

確
に

す
る

 

④
 

地
域

の
様

々
な

情
報

を
収

集
し

，
人

材
な

ど
地

域
の

教
育

資
源

を
発

掘
，

活
用

す
る

 

  
 

 １
．
学
校
教
育
の
大
き
な
転
換
期

 

 
学

習
指

導
要

領
が

改
訂

さ
れ

，
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
を

実
現

す
る

た
め

に
、
「

教
育

課
程

そ
の

も
の

を
地

域
に

開
い

て
い

く
」

考
え

方
に

変
わ

っ
て

い
き

ま
す

。
先

が
読

み
に

く
い

時
代

を
生

き
て

い
く

子
ど

も
た

ち
に

，
つ

け
た

い
力

を
確

実
に

身
に

つ
け

さ
せ

る
た

め
に

は
，

学
校

だ
け

の
力

で
は

難
し

い
時

代
に

な
っ

て
い

る
こ

と
も

確
か

で
す

。
 

 ２
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
方

々
は

，
学

校
を

支
援

す
る

下
請

け
の

役
割

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

子
ど

も
た

ち

を
と

も
に

育
む

大
切

な
パ

ー
ト

ナ
ー

で
す

。
お

互
い

に
尊

重
し

あ
い

，
学

校
と

地
域

の
そ

れ
ぞ

れ
の

強
み

を
生

か
し

て
，

子
ど

も
た

ち
へ

の
活

動
を

進
め

ま
し

ょ
う

。
特

に
初

め
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
行

う
人

は
，
不

安
で

い
っ

ぱ
い

で
す

。
感

謝
の

気
持

ち
を

伝
え

た
り

，
励

ま
し

の
声

を
か

け
た

り
，

丁
寧

な
対

応
を

心
が

け
ま

し
ょ

う
。

 

  ・
教

職
員

で
は

難
し

い
，

専
門

的
な

指
導

を
必

要
と

し
て

い
る

こ
と

は
な

い
か

。（
郷

土
学

習
，

伝
統

芸
能

，
部

活
動

 

指
導

，
等

）
 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

協
力

や
支

援
を

受
け

た
い

学
習

活
動

は
な

い
か

。（
キ

ャ
リ

ア
教

育
，

放
課

後
等

の
学

習
支

援
等

） 

・
環

境
整

備
を

進
め

た
い

と
こ

ろ
は

な
い

か
。

 

・
登

下
校

時
の

安
全

面
で

気
に

な
る

箇
所

は
な

い
か

。
 

・
図

書
室

は
子

ど
も

た
ち

が
使

い
や

す
い

環
境

に
な

っ
て

い
る

か
。

 

 

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
や

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

は
、

学
校

の
ニ

ー
ズ

と
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

思
い

を
受

け
、「

連
携

・

協
働

」
の

関
係

の
中

で
、

一
緒

に
活

動
を

作
り

、
調

整
す

る
役

割
を

担
い

ま
す

。
 

推
進

員
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
い

る
こ

と
で

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

教
職

員
の

戸
惑

い
が

少
な

く
な

り
、

活
動

が
円

滑

に
な

る
と

と
も

に
、

多
様

な
活

動
へ

と
つ

な
が

っ
て

い
き

ま
す

。
 

 

 

役
割

は
次

の
よ

う
な

も
の

で
す

。
 

      適
切

な
人

材
と

し
て

は
、

以
下

の
よ

う
な

方
々

が
望

ま
れ

ま
す

。
 

      こ
ん

な
こ

と
が

あ
り

ま
す

・
・

 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
の

パ
ソ

コ
ン

を
教

え
る

ス
キ

ル
は

高
い

け
れ

ど
・
・

子
ど

も
へ

の
説

明
が

難
し

す
ぎ

る
。

 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
が

熱
心

な
の

は
う

れ
し

い
け

れ
ど

、
や

り
た

い
こ

と
を

学
校

に
押

し
付

け
て

く
る

。
学

校
と

し
て

も
、

計
画

や
ね

ら
い

が
あ

る
の

で
、

実
現

は
で

き
な

い
こ

と
も

あ
る

。
こ

ん
な

こ
と

な
ら

、
頼

ま
な

け
れ

ば
良

か
っ

た
。

 

こ
の

よ
う

な
エ

ピ
ソ

ー
ド

は
数

多
く

あ
り

、
そ

こ
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
機

能
が

働
け

ば
、

学
校

は
地

域
と

連
携

・
協

働

す
る

こ
と

に
、

抵
抗

が
な

く
な

り
ま

す
。

地
域

と
学

校
と

い
う

異
な

っ
た

文
化

を
つ

な
ぐ

た
め

、
豊

か
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

も
ち

、
日

頃
か

ら
学

校
や

地
域

と
信

頼
関

係
を

結
び

、
人

と
情

報
を

つ
な

ぐ
人

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。
 

  

ど
ん

な
人

に
頼

め
ば

い
い

の
？

 

        こ
の

よ
う

な
人

た
ち

を
す

ぐ
に

確
保

す
る

こ
と

は
、

ど
の

地
域

に
お

い
て

も
容

易
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
中

長
期

的
な

視

野
に

立
ち

、
人

材
の

発
掘

や
育

成
を

計
画

的
に

進
め

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
さ

ら
に

、
特

定
の

個
人

に
依

存
し

す
ぎ

な
い

よ
う

に
、

推
進

員
の

交
代

が
あ

っ
て

も
活

動
が

継
続

す
る

よ
う

、
持

続
的

な
体

制
の

整
備

が
必

要
で

す
。

 

【
地
域
学
校
協
働
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（文
部
科
学
省
）
】 

 

役
割

と
望

ま
れ

る
資

質
・

能
力

 

行
 

地
 

５
．
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の
？
 

・
地
域
や
学
校
の
特
色
・
実
情
に
応
じ
た
企
画
立
案
 

・
学
校
や
地
域
住
民
、
関
係
団
体
と
の
連
絡
･調

整
 

・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
・
確
保
 

・
地
域
学
校
協
働
活
動
に
係
る
事
務
処
理
・
経
理
処
理
 

・
地
域
住
民
へ
の
情
報
提
供
・
助
言
・
活
動
促
進
 
等

 

・
地
域
学
校
協
働
活
動
に
熱
意
と
識
見
が
あ
る
。

 

・
地
域
学
校
協
働
活
動
に
深
い
関
心
と
理
解
が
あ
る
。

 

・
地
域
の
住
民
、
団
体
、
機
関
の
関
係
者
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
。

 

・学
校
の
実
情
や
教
育
方
針
へ
の
理
解
が
あ
る
。

 

・
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
あ
り
、
人
を
動
か
す
力
が
あ
る
。

 

・
こ
れ
ま
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
そ
の
経
験
者
 

・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
る
人
 

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
、
経
験
者
 

・
退
職
し
た
校
長
や
教
職
員
 

・
地
域
の
自
治
会
や
青
年
会
等
の
地
域
団
体
の
関
係
者
 

・
地
域
や
学
校
の
特
色
や
実
情
を
理
解
す
る
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
団
体
等
の
関
係
者
 

・
社
会
教
育
主
事
の
有
資
格
者

 
等
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業
務

内
容

や
役

割
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
と

同
様

、
地

域
と

学
校

と
の

情
報

共
有

や
活

動
を

行
う

地
域

住
民

等
へ

の

助
言

な
ど

を
行

い
ま

す
。「

地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

」
や

「
統

括
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
」

を
、

新
た

に
「

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
」

と
し

て
教

育
委

員
会

が
委

嘱
す

る
こ

と
が

可
能

に
な

り
、

法
律

に
位

置
付

け
ら

れ
た

存
在

と
し

て
、

地
域

学
校

協
働

活
動

の
推

進
に

関
わ

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
 

     

 

地
域

学
校

協
働

活
動

の
組

織
的

・
継

続
的

な
実

施
を

図
る

た
め

に
は

、
教

育
委

員
会

と
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

と

の
間

で
、

当
該

推
進

員
が

具
体

的
に

行
う

べ
き

業
務

の
内

容
や

、
遵

守
す

べ
き

事
項

等
を

明
確

に
し

た
上

で
、

活
動

の
主

体
で

あ
る

教
育

委
員

会
が

責
任

を
も

っ
て

依
頼

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
こ

と
か

ら
、「

委
嘱

」
行

為
を

前
提

と
し

て
い

ま
す

。 

教
育

委
員

会
に

よ
る

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
の

委
嘱

は
、

推
進

員
の

処
遇

や
役

割
等

を
明

確
に

し
、

ま
た

推
進

員

が
自

ら
の

責
任

、
役

割
に

つ
い

て
認

識
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

も
、

文
書

で
行

う
こ

と
が

適
切

で
す

。
た

だ
し

、
委

嘱
の

具
体

的
な

手
続

き
や

方
法

は
、

各
教

育
委

員
会

の
判

断
と

各
自

治
体

の
規

定
に

沿
っ

て
進

め
て

い
た

だ
い

て
構

い
ま

せ
ん

。
 

 委
嘱

の
流

れ
（

イ
メ

ー
ジ

）
 

 

①
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
に
望
む
役
割
等
を
明
確
に
す
る
。
 

 

②
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
設
置
要
綱
等
の
策
定
 

 

③
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
候
補
者
の
選
定
 

 

④
選
定
さ
れ
た
推
進
員
候
補
に
、
役
割
等
に
つ
い
て
説
明
の
う
え
、
内
諾
を
得
る
。
 

 ⑤
設
置
要
綱
等
に
基
づ
き
、
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
を
委
嘱
（
委
嘱
状
を
渡
す
）
 

 

 

統
括

的
な

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
 

推
進

員
が

継
続

的
に

学
び

の
支

援
を

進
め

て
い

く
た

め
に

は
、

豊
富

な
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

経
験

を
も

つ
人

に
相

談
し

た

り
、

助
言

を
し

て
も

ら
っ

た
り

と
い

う
機

会
が

あ
る

と
安

心
で

す
。

 

一
人

ひ
と

り
の

推
進

員
が

、
よ

り
活

発
に

、
よ

り
円

滑
に

活
動

し
て

い
く

た
め

、
地

域
の

実
情

に
よ

り
広

域
的

な
観

点

か
ら

各
推

進
員

間
を

調
整

し
て

い
く

、
統

括
的

な
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

（
以

下
「

統
括

推
進

員
」

と
い

う
。）

を
お

き
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

進
め

て
い

く
こ

と
も

可
能

で
す

。
 

 
教

育
委

員
会

は
、

よ
り

広
域

的
な

観
点

か
ら

主
に

市
町

村
等

の
域

内
に

お
け

る
地

域
学

校
協

働
活

動
の

推
進

を
図

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
て

「
統

括
的

な
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

」
を

委
嘱

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

 
統

括
的

な
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

は
、

推
進

員
に

含
ま

れ
る

も
の

で
、

域
内

全
域

の
地

域
学

校
協

働
活

動
を

推
進

す
る

上
で

、
各

地
域

の
規

模
や

取
組

み
の

進
捗

状
況

に
応

じ
て

よ
り

広
域

的
な

視
点

か
ら

対
応

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

 

推
進

員
は

こ
れ

ま
で

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

違
う

の
？

 

推
進

員
の

委
嘱

は
し

な
い

と
い

け
な

い
の

？
 

そ
の

他
の

構
成

員
に

つ
い

て
 

法
律

的
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
立

場
と

し
て

、
責

任
も

あ
る

け
ど

、
い

ろ
い

ろ
な

団
体

や
学

校
と

連
絡

・
調

整
し

や
す

く
な

る
わ

。
 

統
括

推
進

員
に

は
、

以
下

の
よ

う
な

役
割

が
あ

り
ま

す
。

 

          適
切

な
人

材
と

し
て

は
以

下
の

よ
う

な
方

々
が

候
補

と
な

り
ま

す
。

 

          ＜
イ

メ
ー

ジ
＞

 

    
 

    
 

      
 

   

統
括

的
な

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
 

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
 

・
推
進
員
間
の
連
絡
調
整

 

・推
進
員
へ
の
適
切
な
助
言
や
事
例
紹
介

 

・
地
域
住
民
の
地
域
学
校
協
働
活
動
へ
の
理
解
促
進

 

・
推
進
員
の
育
成
、
発
掘
や
確
保

 

・
未
実
施
地
域
に
お
い
て
新
た
に
取
組
を
開
始
す
る
際
の
助
言
や
先
行
事
例
の
提
供

 

・
新
た
な
視
点
や
手
法
を
用
い
る
な
ど
し
た
、
地
域
学
校
協
働
活
動
の
企
画
力
や
実
行
力
の
向
上
へ
の

助
言

 
等

 

 

・
推
進
員
と
し
て
長
年
活
躍
し
て
い
る
人

 

・
社
会
教
育
主
事
と
し
て
活
動
し
た
経
験
の
あ
る
人

 

・
校
長
や
教
職
員
の
経
験
者
で
、
地
域
学
校
協
働
活
動
の
経
験
が
豊
富
な
人

 

・
P

T
A
関
係
者
、
経
験
者
で
地
域
学
校
協
働
活
動
の
経
験
が
豊
富
な
人

 

・
地
域
学
校
協
働
活
動
に
関
す
る
業
務
や
調
整
の
経
験
を
有
す
る
人

 

・
地
域
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
関
係
の
地
域
団
体
の
リ
ー
ダ
ー

 
等

 

 

C
校

 

※
未

実
施

校
 

A
校

 

※
活

動
実

施
校

 
B

校
 

※
活

動
実

施
校

 

助 言  

 
※

統
括

的
な

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
の

役
割
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「
学

校
運

営
協

議
会

*」
を

設
置

し
て

い
る

学
校

を
「

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
」

と
呼

び
ま

す
。

 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

･ス
ク

ー
ル

で
は

，
学

校
運

営
や

学
校

の
課

題
に

対
し

て
，

広
く

保
護

者
や

地
域

住
民

の
皆

さ
ん

が
参

画

で
き

ま
す

。
当

事
者

と
し

て
，

子
ど

も
の

教
育

に
対

す
る

課
題

や
目

標
を

共
有

す
る

こ
と

で
，

学
校

を
支

援
す

る
取

組
が

充
実

す
る

と
と

も
に

，
関

わ
る

全
て

の
人

に
様

々
な

魅
力

を
も

た
ら

し
ま

す
。

 

       

  
 

 
全

国
で

授
業

補
助

，
環

境
整

備
，

登
下

校
の

見
守

り
，

放
課

後
子

ど
も

教
室

，
中

高
生

等
へ

の
学

習
支

援
等

の
地

域
学

校
協

働
活

動
が

推
進

さ
れ

，
地

域
と

学
校

の
連

携
・

協
力

体
制

が
構

築
さ

れ
て

い
る

地
域

で
は

，
保

護
者

や
地

域
住

民
等

，

多
く

の
関

係
者

が
学

校
の

取
組

や
子

ど
も

た
ち

に
直

接
関

わ
る

機
会

が
増

え
ま

し
た

。
だ

か
ら

こ
そ

重
要

に
な

る
の

が
，

学
校

・
家

庭
・

地
域

で
情

報
及

び
課

題
・

目
標

・
ビ

ジ
ョ

ン
の

共
有

を
確

実
に

行
う

こ
と

で
す

。
こ

れ
ら

の
共

有
が

十
分

で
な

い
と

，
一

方
が

他
方

に
「

お
願

い
」

を
し

，
そ

れ
に

対
し

て
「

支
援

を
す

る
」

と
い

う
，

貸
し

借
り

の
よ

う
な

関
係

に
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
 

 
そ

こ
で

，
地

域
と

と
も

に
あ

る
学

校
の

運
営

に
つ

い
て

は
，

学
校

運
営

協
議

会
で

行
う

協
議

に
加

え
，

熟
議

・
協

働
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
3

つ
の

視
点

が
大

切
で

す
。

 

          

＊
「
学
校
運
営
協
議
会
」 

学
校
と
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
，
学
校
運
営
に
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
一
定
の
権

限
を
有
す
る
合
議
制
の
機
関
で
す
。
一
緒
に
協
働
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
」
を
進
め
る
法
律
（※
）に
基
づ
い
た
仕
組
み
で
す
。

 
 

※
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
７
条
の
６
（
平
成

2
9
年
４
月
改
正
）
 

 

「
学
校
運
営
協
議
会
」
の

主
な
三
つ
の
機
能
 

校
長
が
作
成
す
る
学
校
運

営
の
基
本
方
針
を
承
認
す

る
。

 

 

学
校
運
営
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
又
は
校
長
に
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

教
職
員
の
任
用
に
関
し
て
，

教
育
委
員
会
に
意
見
を
の

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

６
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
っ
て
何
？

 
行
 

地
 

学
 

 

地
域

学
校

協
働

本
部

と
学

校
運

営
協

議
会

は
，

そ
れ

ぞ
れ

が
持

つ
役

割
を

十
分

に
機

能
さ

せ
る

こ
と

で
両

輪
と

し
て

の

相
乗

効
果

を
発

揮
し

，
学

校
運

営
の

改
善

に
結

び
つ

け
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

                   

 

１
 
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有

 

 
学

校
運

営
協

議
会

を
通

し
て

，
ど

の
よ

う
な

子
ど

も
た

ち
を

育
て

て
い

く
の

か
，

そ
の

子
ど

も
た

ち
は

ど
ん

な
課

題
を

抱
え

て
い

る
の

か
，

目
標

を
ど

う
実

現
し

て
い

く
の

か
等

，
学

校
と

地
域

が
一

緒
に

考
え

，
実

行
に

移
す

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

 ２
 
学
校
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
取
組
が
可
能

 

多
く

の
大

人
の

専
門

性
や

地
域

の
力

を
生

か
し

た
学

校
運

営
や

教
育

活
動

が
実

現
し

，
子

ど
も

た
ち

に
多

様
な

経
験

を

積
ま

せ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

 ３
 
組
織
的
・
継
続
的
な
体
制
の
構
築

 

校
長

や
教

職
員

の
異

動
が

あ
っ

て
も

，
学

校
運

営
協

議
会

に
よ

っ
て

地
域

と
の

組
織

的
な

連
携

・
協

働
体

制
が

そ
の

ま

ま
継

続
で

き
る

「
持

続
可

能
な

仕
組

み
」

が
で

き
ま

す
。

 

     

学
校

運
営

協
議

会
と

地
域

学
校

協
働

本
部

の
連

携
の

イ
メ

ー
ジ

 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
の

仕
組

み
を

入
れ

る
メ

リ
ッ

ト
 

連 携  

連 携  
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資料７  

教員の働き方改革プロジェクトチームについて 

 

１ 構成メンバー 

  令和元年度 平成 30年度 平成 29年度 

山形県教育委員会 教 育 長 菅間 裕晃 廣瀬  渉 廣瀬  渉 

山 形 県 教 育 庁 教育次長 大場 秀樹 大沼  裕 松田 義彦 

山 形 県 教 育 庁 教育次長 須貝 英彦 柿﨑 則夫 津田  浩 

山 形 県 教 育 庁 教育次長 日髙 伸哉 澁江 学美 新野  彰 

 

 

総務課 課長 中川  崇 奥山  賢 奥山  賢 

総務課 施設整備主幹 吉川  隆 熊谷 岳郎 鈴木 道彦 

教職員課 課長 那須 隆秀 日髙 伸哉 日髙 伸哉 

教職員課 管理主幹 吉田 直史 吉田 直史 黒沼  收 

文化財･生涯学習課 課長 熊谷 岳朗 大場 秀樹 大場 秀樹 

生涯学習振興室 室長 木村 智行 木村 智行 阿部  稔 

義務教育課 課長 竹田  啓 竹田  啓 澁江 学美 

特別支援教育課 課長 岡崎 祐治 岡崎 祐治 岡崎 祐治 

高校教育課 課長 片桐 寛英 坂尾  聡 柿﨑 則夫 

高校改革推進室 室長 生島 信行 須貝 英彦 須貝 英彦 

福利課 課長 石垣  純 長谷川耕二 長谷川耕二 

スポーツ保健課 課長 佐藤 裕恒 百瀨 克浩 百瀨 克浩 

スポーツ保健課 保健・食育主幹 田村 光絵 田村 光絵 小林由美子 

競技力向上・アスリート育成推進室 課長 貝田 裕昭 佐藤 裕恒  

競技スポーツ推進課 課長   岩田 正巳 

全国高校総体推進課 室長   長谷川 浩 
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２ これまでの検討経過等 

〔平成 29年度〕 

 第１回（平成 29年５月９日） 

  ・設置の趣旨、日程等について確認 

 第２回（平成 29年５月 22日） 

  ・フリートーク（働き方改革に向けた課題等） 

 第３回（平成 29年６月 12日） 

  ・研修報告、情報交換 

 第４回（平成 29年６月 19日） 

  ・フリートーク（部活動のあり方、働き方改革のグランドデザイン） 

 第５回（平成 29年６月 30日） 

  ・他県の取り組み事例、部活動指導員について 

 第６回（平成 29年７月 10日） 

  ・各課の進捗状況の確認 

 第７回（平成 29年７月 24日） 

  ・市町村教育委員会との情報交換（報告）、各課の進捗状況の確認 

 第８回（平成 29年８月 17日） 

  ・各課からの課題について集約し、協議 

 第９回（平成 29年８月 29日） 

  ・各課の課題及び検討事項について、意見交換 

 第 10回（平成 29年９月 11日） 

  ・予算対応、今後のスケジュールについて検討 

 第 11回（平成 29年９月 29日） 

  ・３課による業務分析 

 第 12回（平成 29年 10月 20日） 

  ・報告案のとりまとめについて 

 第 13回（平成 29年 11月 13日） 

  ・予算要求報告  ・県内４ブロックの教育長会議における意見聴取の報告 

 第 14回（平成 30年２月６日） 

  ・経過報告  ・「学校における働き方改革の取組み手引」(案)について 

第 15回（平成 30年２月７日） 

  ・県小中学校教頭会理事会にて「学校における働き方改革の取組み手引」(案)の説明と

意見聴取 

第 16回（平成 30年２月９日） 

  ・県市町村教育長会総会にて「学校における働き方改革の取組み手引」(案)の説明と意

見聴取 

第 17回（平成 30年２月 13日） 

  ・県中学校長会理事会にて「学校における働き方改革の取組み手引」(案)の説明と意見

聴取 

第 18回（平成 30年２月 23日） 

  ・県連合小学校長会理事会にて「学校における働き方改革の取組み手引」(案)の説明と

意見聴取 

第 19回（平成 30年３月 29日） 

  ・関係諸団体からの意見聴取の整理と手引への反映について 

・次年度に向けた課題の整理と今後のスケジュールについて 
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〔平成 30年度〕 

第 20回（平成 30年４月 10日） 

 ・「学校における働き方改革の取組み手引」(案)について 

 ・今後のスケジュール 

第 21回（平成 30年７月 24日） 

・スクール・サポート・スタッフを配置した学校の教諭等の勤務の状況 

・部活動指導員を配置した学校の教諭等の勤務状況 

第 22回（平成 30年８月６日） 

・県高等学校教頭・副校長会研究協議大会にて研究テーマ「教職員の多忙化解消 

に向けた取組みについて－教職員の現状と時間外労働の削減に向けて 

・アンケート調査結果のまとめと考察 

第 23回（平成 30年８月 17日） 

・県高等学校教頭・副校長会研究協議大会研究発表から 

・今後の取組みと課題等 

第 24回（平成 30年 10月 15日） 

・統合型校務支援システムの導入計画について 

・調査等のため発出した報告・提出等を必要とする文書について 

第 25回（平成 30年 11月 12日） 

 ・学校における働き方改革の取組み事例について 

 ・合同教育懇談会について 

 ・夏季休業中における学校閉庁日について 

 ・「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン（素案）」について 

・平成 31年度教職員働き方改革推進事業について 

第 26回（平成 30年 11月 26日） 

・平成 31年度以降の取組み（案）について 

・電子メールの取扱いについて 

・スクール・サポート・スタッフを配置した学校の教諭等の勤務の状況 

・部活動指導員を配置した学校の教諭等の勤務状況 

    ・学校における働き方改革の取組み事例について 

第 27回（平成 30年 12月 25日） 

・「中央教育審議会東進（素案）」について 

・「勤務時間の上限に関するガイドライン（案）について 

・学校における働き方改革取組み手引【改訂版】（案） 

・平成 31年度における働き方改革に関する方策（案） 

第 28回（平成 31年１月 15日） 

・学校における働き方改革取組み手引【改訂版】（案） 

・統合型校務支援システムの導入による教育的効果 

第 29回（平成 31年１月 25日） 

・平成 30年度山形県教育委員会ストレスチェック制度の実施結果について 

・「公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドライン」について 

・学校における働き方改革取組み手引【改訂版】（案） 

第 30回（平成 31年２月 12日） 

・ガイドラインを受けた「勤務時間の整理」について 

・発出文書の整理について 

第 31回（平成 31年３月 25日） 

・学校における働き方改革の取組みの徹底について  
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〔令和元年度〕 

第 32回（平成 31年４月 18日） 

・「学校における働き方改革の取組み」ロードマップ 

・県立学校へのタイムレコーダー、留守番電話の導入（試行）について 

・「働き方改革通信」の発行について 

第 33回（令和元年５月 14日） 

・学校における働き方改革に関する県教育委員会の今年度の取組み(案）について 

・ＰＴＡ連合会等への説明について 

第 34回（令和元年５月 31日） 

・学校における働き方改革に関する県教育委員会の今年度の取組み(案）について 

・「山形県立学校における働き方改革の取組方針（仮称）」について 

第 35回（令和元年７月８日） 

・勤務時間の上限に関する方針（案）について 

第 36回（令和元年９月２日） 

・勤務時間の上限に関する方針（案）について 

第 37回（令和元年 10月 28日） 

・「山形県公立学校における働き方改革プラン（第Ⅰ期）（仮称）」について 

第 38回（令和元年 11月 26日） 

・「山形県公立学校における働き方改革プラン（第Ⅰ期）（案）」について 

第 39回（令和元年 12月 23日） 

・「山形県公立学校における働き方改革プラン（第Ⅰ期）（案）」について 

・働き方改革第２回検討委員会の主な意見に対する対応について 

 

 


